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RC高架橋の地震時損傷検知

構造物技術研究部（コンクリート構造）

仁平 達也

平成26年度 構造物技術交流会

RCラーメン高架橋
・一般的な鉄道構造物
・復旧作業の容易さから柱に損傷が集中する設計

開発の背景

耐震補強柱≒鋼板巻き補強
目視による損傷程度の確認困難の増加

RC柱 鋼板巻き柱

• 地震発生～運転再開，
ダウンタイムの短縮

• 高架橋群の検査効率と
精度の向上

運転再開停止継続
緊急措置

地震の発生

列車停止

随時検査

健全度の
判定

損傷軽微

損傷発見

地震発生時の構造物検査

開発の背景
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部材角

開発の背景

柱の部材角と損傷程度

最大応答部材角の測定 柱の損傷程度を推定
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開発装置

最大応答部材角測定装置

支点

測定

変形

測
定

棒 部材角

■X軸・Y軸方向，正側・負側で測定可能

装置の構造

ポテンショメータ－稼動部分

正側最大値検出機構

負側最大値検出機構

正側

負側

リセット用ホール

正側不感帯
負側不感帯 ポテンショメータ－稼動部分

正側最大値検出機構

負側最大値検出機構

正側

負側

リセット用ホール

正側不感帯
負側不感帯

開発装置

ピークセンサー

■正側・負側の最大値を記憶

センサー部の構造
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θds（レーザー変位計より求めた応答部材角）

θps（部材角測定装置による測定結果）

■応答値＝レーザー変位計の測定値

■測定値＝部材角測定装置の測定値

動的応答における正負のピーク値の測定が可能

δs

h

δs

h

部材角
測定装置

レーザー
変位計

開発装置 精度検証

誤差5%程度で測定可能

開発装置  
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 振動台（動的）
 センサー単体（静的）
 実大模型柱（静的）

実大模型柱

振動台

測定精度

構造物が損傷を受けるのは0.01rad以上

開発システム システムのコンセプト

RF-IDタグ

最大応答部材角
測定装置

無線LAN
送受信機

基地局
（維持管理拠点に設置）

■無線タイプ・・・地震後直ちに基地局に情報を伝達
■RF-IDタイプ・・・随時検査時に測定

等価固有周期Teq

弾
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加
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度
応

答 加速度応答値を推定
⇒応答計算

誤差20%程度で測定可能（実線区で検討）

開発システム 設置個所以外の構造物の評価

装置 装置

センサー設置 Ｌ型冶具設置 初期設定 防護カバー設置

■設置時間：150分/箇所
■設置費用：150万/箇所（直工費）
※測定箇所以外の推定は別途（設計計算書要）

設置時間・設置費用システムの設置 まとめ

■高架橋柱の最大部材角測定装置を開発

0.01rad以上で測定誤差5%程度

■装置設置個所以外の損傷推定手法を開発

構造物群のうち２箇所以上に設置すること

により推定誤差20%程度

■設置費用（直工費）

１５０万/箇所（線区全体評価は別途）


